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第9回有機化学物質研究会および第26回農薬環境動態研究会
「水田から流出する農薬の水系への影響」

水稲用農薬は、水田系外に流出して河川や湖沼に棲
む様々な生物に悪影響をおよぼす危険性があります。
農業環境技術研究所（以下農環研）では、これまで関
連したリスク研究を精力的に進めてきました。標記合同
研究会は、平成21年9月9、10日の2日間、農環研・
大会議室において開催され、187名（うち農環研関係
者以外：145名）の参加がありました。

行政、研究、現場のそれぞれの立場から、13名の講
師による講演がありました。講演の主な内容は、1）行政：
農地・水・環境保全向上対策、水産動植物への影響（農
薬取締法）、2）研究：生態系保全における水田の重要
性、水田地帯における水管理、水稲用農薬の流出およ
びその抑制、魚介類における農薬の生物濃縮、水生生
物に対する毒性研究、除草剤のメソコズム試験、農薬
と生物多様性の共存、3）現場：田面水の止水管理によ
る除草剤の流出防止技術、水管理の工夫による農薬排
出量削減、環境に配慮したワサビの栽培管理システム、

琵琶湖水中の農薬実態調査などでした。
この研究会を通して、水田と直結する陸水環境の保

全に向けて、産学官との連携を図りつつ、農環研にお
いて関連研究を推進する必要性を強く感じました。

（有機化学物質研究領域長　與語 靖洋）
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学会賞受賞

八木一行 物質循環研究領域上席研究員
第54回日本土壌肥料学会賞を受賞

「農耕地土壌における温室効果ガスの発生量評価に関
する研究」による受賞です。八木上席研究員は、わが国
とアジアの農耕地で、温室効果ガスである二酸化炭素、
メタン、および亜酸化窒素（一酸化二窒素）の発生量
を計測し、その発生特性と制御要因を明らかにするとと
もに発生量の広域評価を行いました。同時に、各種技術
による発生削減方策を検討しました。

新藤純子 物質循環研究領域上席研究員
2009年度環境科学会学術賞を受賞

「人間活動に伴う窒素のフローと環境影響に関する研
究」による受賞です。新藤上席研究員は、近年の東ア
ジア諸国における食生活の変化、食料・飼料作物の需
要増加、農業生産のための窒素肥料使用量の増加など
によって環境への窒素負荷が増大し、地下水や河川の
水質に深刻な影響が生じていることを、窒素循環モデル
や現地調査に基づいて明らかにしました。
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タイの調査地にて
受賞者とともに（中央）

（広報情報室長　廉沢 敏弘）




